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非
核
の
政
府
・
自
治
体
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
・
市
民
の
共
同
の
力
で 

 

２
０
２
０
年
に
核
な
き
世
界
を
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を
！

急遽、２０２０年原水爆禁止世界大会ニューヨーク中止！ 

核兵器禁止条約批准国 ３月３１日現在     

3 月 20 日 アフリカの「ナミビア」が批准しました 

3６か国（あと 14 か国で 50 か国に） 

ヒバクシャ国際署名数 

５９万 ７２２０ 筆（３月３１日現在） 

                                            

 

３
月
１
９
日
、
日
本
原
水

協
の
中
止
声
明
を
う
け
て
大

阪
原
水
協
第
５
回
理
事
会
で

決
定
し
た
声
明
を
掲
載
し
ま 

す
。 

 

３
月
１
３
日
、
日
本
原

水
協
か
ら
メ
ー
ル
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世

界
的
感
染
を
理
由
に
「
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
イ
ン

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
を
中
止

す
る
と
の
連
絡
が
入
り
、

そ
の
後
、
４
月
２
７
日
開

会
予
定
だ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
延
期
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

「
核
兵
器
廃
絶
、
気
候

の
危
機
の
阻
止
と
反
転
、

社
会
的
経
済
的
正
義
の
た

め
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
世

界
大
会
に
賛
同
い
た
だ
き
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
を
決

意
し
た
み
な
さ
ん
は
９
０

人
を
超
え
、
各
地
域
・
団

体
で
行
わ
れ
た
学
習
会
や

壮
行
会
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
は
４
０
０
人
近
く
と
な
り
ま

し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
世
界
の

動
き
に
逆
行
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
運
動
は
、
平
和

大
行
進
や
広
島
・
長
崎
世
界
大

会
の
成
功
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

秋
に
行
わ
れ
る
国
連
総
会
に

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
訴
え
る
国
際

署
名
」
を
う
ず
た
か
く
積
み
上

げ
、
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
世
界

の
諸
国
民
と
と
も
に
、
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
の
発
効
を
す
す

め
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
て
い

き
ま
す
。
改
め
て
、
み
な
さ
ん

の
運
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
は
今
年

の
夏
か
来
年
の
春
に
行
う
こ
と

で
、
現
在
国
連
で
検
討
中
で
す

が
、
日
本
原
水
協
と
し
て
新
た

に
提
案
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
は
改
め
て
み
な
さ
ん
に

提
起
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
下
記
の
点
に

つ
い
て
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

記 

１
．
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
イ
ン

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
当
然
旅
行
代
金
の
振

り
込
み
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
日
通
旅
行
へ
の
手

続
き
も
不
要
で
す
。 

２
．
４
月
４
日
（
土
）
の
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
代
表
者
会
議
」
は
中
止

し
ま
す
。 

３
．
４
月
２
７
日
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
開
会
日
宣
伝
、
５
月
２
２

日
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
閉
会

日
宣
伝
は
中
止
の
方
向
で
関
係

者
と
検
討
し
て
い
ま
す
。 

４. 
引
き
続
き
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
」
推
進
に
、
お
力
添
い

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

５
．
６
月
３
０
日
か
ら
７
月
７
日

ま
で
の
国
民
平
和
大
行
進
、
８

月
４
日
か
ら
６
日
予
定
で
メ
イ

ン
会
場
と
な
る
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
・
広
島
の
成

功
に
む
け
、
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。 

６
．
大
阪
原
水
協
は
こ
の
間
、

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
イ
ン

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
成
功
さ
せ

る
た
め
、
ビ
ラ
を
９
万
枚
配

布
し
、
壮
行
会
の
開
催
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
作
り
、
郵
送
代
な

ど
の
経
費
が
８
０
万
円
ほ
ど

か
か
り
ま
し
た
。 

厚
か
ま
し
い
お
願
い
と
は

存
じ
ま
す
が
、
大
阪
準
備
金

程
度
の
カ
ン
パ
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

 

☆ 

感
謝
！ 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
参
加

者
の
方
々
か
ら
募
金
が
事
務

局
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
中
止
に
な

っ
た
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
結
果
、
数

多
く
の
参
加
者
か
ら
募
金
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
非
核
の
政
府
を
求
め
る

大
阪
の
会
か
ら
も
１
万
円
な
ど
団

体
か
ら
も
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

集
め
ら
れ
た
派
遣
カ
ン
パ
は
、

今
後
予
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
へ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
派
遣
の
た
め
に
留
保
す
る
、
夏

の
世
界
大
会
に
高
校
生
を
派
遣
す

る
費
用
に
つ
か
い
た
い
（
高
槻
）

な
ど
、
各
組
織
で
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
予
定
が
判
明
次
第
、

ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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名ばかりの「非核三原則」国是の安倍政権 

—アメリカの「非核都市」と比べてみればー 

 

着
々
と
準
備
し
て
い
る
２
０
年
国
民
平
和
大
行
進 

 
 

・・・新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
含
め
て
・・・６
月
３
０
日
～
７
月
７
日 

 

毎
日
新
聞

の
３
月
２
３

日
付
の
「
余

録
」
に
左
記

の
記
事
を
見

つ
け
ま
し
た
。 

あ
ま
り
耳
に

し
た
こ
と
の

な
い
「
タ
コ

マ
パ
ー
ク
」

と
い
う
都
市

で
す
。
太
平

洋
岸
の
港
湾

都
市
で
日
系

人
な
ど
ア
ジ

ア
系
ア
メ
リ

カ
人
も
多
く

住
ん
で
い
る

２
万
人
の
小

都
市
で
す
。 

 

 

そ
の
都
市
が
「
非
核
宣
言
都
市
」

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
も
４
０
年
前

に
い
ち
早
く
宣
言
し
た
こ
と
、
そ

し
て
名
ば
か
り
の
宣
言
だ
け
で
は

な
く
、
非
核
の
理
念
を
具
体
化
し

た
条
例
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
４
０
年
経
過
し
た
今
日
、

地
方
議
会
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条

約
を
支
持
し
た
こ
と
、
誤
解
を
恐

れ
ず
表
現
す
る
と
“
加
害
国
の
都

市
”
が
で
す
。
一
方
、“
被
害
国
の

都
市
”
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

安
倍
政
権
に
「
忖
度
」
し
て
か
、

現
首
長
の
意
向
に
そ
っ
て
か
、
国

際
政
治
の
舞
台
で
は
、“
人
類
の
安

全
保
障
”“
人
道
的
立
場
”
か
ら
国

の
安
全
保
障
や
政
治
的
立
場
を
乗

り
越
え
て
前
に
進
も
う
と
し
て
い

る
の
が
多
数
派
な
の
に
で
す
。 

 

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。 

大
阪
原
水
協
は
、４
月
９
日「
国

民
平
和
大
行
進
」
実
行
委
員
会
の

再
開
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
が
流
行
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み

な
が
ら
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
か
慎
重
に
検
討
し
て

い
ま
す
。中
央
実
行
委
員
会
で
は
、

国
際
青
年
リ
レ
ー
及
び
全
国
通
し

行
進
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ご

意
見
、ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

大
阪
原
水
協
平
和
行
進
担
当
に
声

を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

          

            

 

            

                      

国民平和大行進アーカイブ 

国民平和大行進は、１９５８年６月２０日、西本あつしさん

が広島から東京（１０００キロ）へ歩き出したのが最初の平和

行進です。この行進は、大阪には、７月９日に入ってきました。

その時の様子が大阪平和を守る会（現平和委員会）「平和への

道」（機関紙）１９５８年７月２６日付第３１号に掲載されて

います。高槻市での交流などが詳細にかたられています。今年

はかつてない状況のもとでの国民平和大行進となります。歴史

を繋ぐ重要な取り組みです。皆さんのご協力をお願いします。

【４月の予定】 
◇ヒバクシャ近畿訴訟関係 
 ４月１０日（金） 
 大阪地裁判決行動日 
 ＊新型コロナ対策上、裁判所

前での集会などは中止 
 ＊報告集会は開催します 
  弁護士会館 １００１号 

１４：００～１５：３０ 
 ４月１７日（金） 
 大阪高裁判決行動日 
 ＊１０日と同様の中止 
 ＊報告集会は開催します 
  弁護士会館 ９２０号 

１４：００～１５：３０ 
◇２０２０年国民平和行進実行

委員会再開総会 
 ４月９日（木）１２時～ 
 大阪原水協事務所 

なくそう核兵器 いかそ９条シール 

 大きなシールはビニール傘やバックに 

小さなシールは携帯や署名板に 

ユポ紙加工Ａ４版サイズ 

頒価１シール５００円（税込）＋送料実費

（卸し価税込み４００円＋送料実費 ） 

【あなたにお勧め書籍】 

 原水爆禁止世界大会起

草委員長の冨田宏冶先生

（関西学院大学教授）の

近著『人間の尊厳を築く

反核運動』は今日の情勢

と運動の核心を学ぶ書籍

です。 
普及頒価１２００円で

す。ご購入の方は、大阪

原水協までご連絡くださ

い。 


